
第91号
令和元年 夏

お
伊
勢
さ
ん
の
歳
時
記

7
月
13
日
　
第
67
回
伊
勢
神
宮
奉
納
全
国
花
火
大
会

8
月
4
日
　
風
日
祈
祭

9
月
上
旬
　
抜
穂
祭

       

13
日
　
神
宮
観
月
会

　
　
17
日
　
大
麻
暦
頒
布
始
祭

22
〜
24
日
　
秋
の
神
楽
祭

　
　
23
日
　
秋
季
皇
霊
祭
遙
拝

      

30
日
　
大
祓

10
月
1
日
　
神
御
衣
奉
織
始
祭

　
　
1
日
　
御
酒
殿
祭

      

5
日
　
御
塩
殿
祭

　
　
13
日
　
神
御
衣
奉
織
鎮
謝
祭

　
　
14
日
　
神
御
衣
祭

内宮を流れる五十鈴川は、倭姫命が御裳を濯がれた
ことから「御裳濯川」（みもすそがわ）とも雅称されます。
題字は本会会長の松下正幸による浄書。表紙は、宇
治山田駅前で沿道の観衆に手を振られる両陛下。

伊
勢
神
宮
崇
敬
会
だ
よ
り

特
集

平
成
の

　
伊
勢
行
幸
啓
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三
十
年
余
り
続
い
た
平
成
が
幕
を
下
ろ
し
、

本
年
五
月
一
日
か
ら
令
和
に
入
り
ま
し
た
。

　

昭
和
天
皇
の
崩
御
に
よ
り
五
十
五
歳
で
天
皇

に
御
即
位
さ
れ
た
上
皇
陛
下
は
在
位
中
、
世
界

の
平
和
や
国
民
の
幸
せ
を
願
う
気
持
ち
を
あ
ら

わ
さ
れ
、上
皇
后
陛
下
と
と
も
に
広
島
や
長
崎
、

沖
縄
と
被
災
地
を
訪
れ
て
は
平
安
の
祈
り
を
捧

げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
重
県
へ
の
御
訪
問
は
、
皇
太
子
時
代
を
含

め
る
と
十
四
回
を
数
え
ま
す
。
皇
太
子
と
し
て

初
の
公
式
参
拝
を
さ
れ
た
の
が
昭
和
二
十
七
年

の
こ
と
。
民
間
か
ら
初
め
て
お
迎
え
に
な
ら
れ

た
皇
太
子
妃
、
美
智
子
さ
ま
と
の
御
結
婚
の
御

奉
告
（
三
十
四
年
）
に
も
神
宮
を
御
参
拝
さ
れ

ま
し
た
。
三
重
国
体
（
五
十
年
）、
豊
か
な
海

づ
く
り
大
会
（
五
十
九
年
）
な
ど
、
来
県
の
た

び
に
神
宮
を
御
参
拝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

両
陛
下
お
揃
い
で
の
伊
勢
行
幸
啓
は
五
回
。

平
成
二
年
の
即
位
礼
及
び
大
嘗
祭
後
、
神
宮
に

親
謁
の
儀
が
最
初
で
、
次
が
第
六
十
一
回
神
宮

式
年
遷
宮
後
の
六
年
。
十
三
年
の
地
方
事
情
御

視
察
の
御
参
拝
、
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮

後
の
二
十
六
年
、
そ
し
て
本
年
四
月
の
御
譲
位

の
御
奉
告
で
す
。

　

今
号
で
は
神
宮
よ
り
提
供
い
た
だ
い
た
貴
重

な
写
真
と
と
も
に
、
上
皇
・
上
皇
后
両
陛
下
の

伊
勢
行
幸
啓
を
振
り
返
り
ま
し
ょ
う
。

　
御
即
位
の
御
奉
告
は
馬
車
で

　　

昭
和
六
十
四
年
一
月
七
日
、
昭
和
天
皇
の
崩

御
に
よ
り
幕
を
開
け
た
平
成
。神
宮
で
は
同
日
、

神
職
た
ち
が
皇
居
に
向
か
っ
て
深
い
祈
り
を
捧

げ
ま
し
た
。

　

新
た
に
御
即
位
さ
れ
た
天
皇
陛
下
（
当
時
）

は
平
成
二
年
十
一
月
二
十
七
日
、
皇
祖
神
を
お

ま
つ
り
す
る
神
宮
に
皇
位
継
承
に
関
す
る
祭
儀

が
無
事
に
終
了
し
た
こ
と
を
御
奉
告
す
る
「
親

謁
の
儀
」
に
臨
ま
れ
ま
し
た
。
前
日
は
雨
の
降

る
中
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
ひ
と
目
見
よ
う

と
近
鉄
宇
治
山
田
駅
前
に
多
く
の
市
民
が
詰
め

か
け
、
万
歳
三
唱
で
出
迎
え
ま
し
た
。

　

親
謁
の
儀
は
、
外
宮
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

午
前
十
時
過
ぎ
、
天
皇
陛
下
を
お
乗
せ
し
た
二

頭
立
て
の
馬
車
が
、
神
職
に
先
導
さ
れ
侍
従
を

従
え
て
正
宮
へ
進
ま
れ
ま
し
た
。
お
召
し
物
は

「
即
位
礼
」
の
時
と
同
じ
束
帯
（
黄こ
う

櫨ろ

染ぜ
ん
の
ご
ほ
う

御
袍
）。

陛
下
は
、
正
宮
の
板
垣
南
御
門
で
馬
車
を
お
降

り
に
な
る
と
、
三
種
の
神
器
の
剣
と
璽じ

（
ま
が

た
ま
）
を
捧
げ
持
つ
侍
従
と
と
も
に
正
宮
の
中

へ
。
秋
篠
宮
殿
下
、
高
円
宮
殿
下
も
御
列
に
従

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
正
殿
の
階
段
を
上
り
拝

礼
さ
れ
た
の
は
陛
下
お
ひ
と
り
で
し
た
。

　

天
皇
陛
下
が
斎
館
に
戻
ら
れ
る
と
、
つ
づ
い

て
皇
后
陛
下
が
親
謁
の
儀
に
臨
ま
れ
ま
し
た
。

皇
后
陛
下
の
乗
ら
れ
た
馬
車
も
二
頭
立
て
。
お

召
し
物
は
五
つ
衣
に
唐
衣
の
、
い
わ
ゆ
る
十
二

単
の
正
装
で
す
。

　

両
陛
下
は
翌
二
十
八
日
、
内
宮
で
同
様
の
儀

に
臨
ま
れ
、
そ
の
日
の
午
後
に
帰
京
の
途
に
つ

か
れ
ま
し
た
。

平成の伊勢行幸啓特集

平
成
が
終
り
、令
和
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

御
即
位
か
ら
三
十
年
間
、国
民
と
共
に

歩
ま
れ
て
き
た
上
皇
陛
下
と
上
皇
后
陛
下
は

本
年
四
月
、御
譲
位
の
御
奉
告
に
来
勢
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
に
感
謝
を
込
め
て

在
位
中
五
度
の
伊
勢
行
幸
啓
を
振
り
返
り
ま
す
。

大嘗祭後の11月27・28日に「神宮に親謁の儀」に臨まれた。
1／内宮での御親謁。
2／外宮参道を馬車で進まれる皇后陛下。
3／内宮神苑を進む車列。
4／外宮の御親謁を終えられた天皇陛下。

1

23

4

平成31年4月18日、外宮を御参拝。

平成二年　御親謁
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二
度
の
式
年
遷
宮
後
に
御
参
拝

　

二
十
年
に
一
度
、
古
例
の
ま
ま
に
社
殿
や
御

装
束
神
宝
を
新
し
く
し
、
大
御
神
に
新
宮
へ
お

遷
り
い
た
だ
く
神
宮
式
年
遷
宮
。

　

両
陛
下
は
、
平
成
六
年
と
平
成
二
十
六
年
、

遷
宮
が
執
り
行
わ
れ
た
年
の
翌
春
に
神
宮
を
御

参
拝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
六
十
一
回
神
宮
式
年
遷
宮
後
の
平
成
六
年

三
月
、
両
陛
下
は
宇
治
山
田
駅
前
で
日
の
丸
の

旗
を
手
に
し
た
市
民
の
歓
迎
を
受
け
、
御
料
車

で
内
宮
行
在
所
へ
向
か
わ
れ
ま
し
た
。

　

陛
下
の
お
そ
ば
に
は
、
皇
位
の
み
し
る
し
で

あ
る
剣
と
璽
を
携
え
る
侍
従
が
つ
き
従
い
ま

す
。
三
種
の
神
器
は
、
ふ
だ
ん
は
宮
中
に
安
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
天
皇
陛
下
の
神
宮
御
参
拝

に
か
ぎ
り
剣
と
璽
が
皇
居
外
に
持
ち
出
さ
れ
、

陛
下
の
御
列
に
加
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　

三
月
二
十
九
日
、
両
陛
下
は
朝
か
ら
外
宮
を

御
参
拝
さ
れ
、
午
後
に
内
宮
へ
。
最
初
に
モ
ー

ニ
ン
グ
姿
の
天
皇
陛
下
が
、
続
い
て
象
牙
色
の

参
拝
服
姿
の
皇
后
陛
下
が
正
宮
を
御
参
拝
さ
れ

ま
し
た
。

「
古
木
の
茂
る
中
に
建
て
ら
れ
た
白
木
の
宮
居

の
崇
高
さ
に
深
く
心
を
打
た
れ
ま
し
た
」

　

侍
従
を
通
し
て
伝
え
ら
れ
た
天
皇
陛
下
の
御

感
想
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
二
十
年
後
の
平
成
二
十
六
年
三

月
、
両
陛
下
は
再
び
遷
宮
後
の
輝
か
し
い
神
宮

を
御
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
折
の
伊
勢
滞
在

は
四
日
間
。
三
月
二
十
五
日
の
午
後
二
時
半
、

臨
時
専
用
列
車
「
し
ま
か
ぜ
」
に
て
近
鉄
宇
治

山
田
駅
へ
到
着
さ
れ
た
両
陛
下
は
、
内
宮
行
在

所
へ
。
陛
下
の
実
姉
で
あ
る
池
田
厚
子
神
宮
祭

主
や
、
神
宮
の
神
職
ら
に
迎
え
ら
れ
、
そ
の
ま

ま
御
斎
戒
の
夜
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
二
十
六
日
は
朝
か
ら
外
宮
、
午
後
か
ら
内

宮
を
御
参
拝
。
二
十
七
日
は
、
外
宮
勾
玉
池
畔

に
建
て
ら
れ
た
神
宮
の
博
物
館「
せ
ん
ぐ
う
館
」

と
、
明
和
町
に
あ
る
「
斎
宮
歴
史
博
物
館
」
を

御
観
覧
さ
れ
、
伊
勢
で
ゆ
っ
く
り
と
お
過
ご
し

に
な
ら
れ
ま
し
た
。

沿
道
の
人
々
に
手
を
振
り
つ
づ
け

　　

平
成
二
十
八
年
、
譲
位
の
意
向
を
表
明
さ
れ

た
天
皇
陛
下
。最
後
の
地
方
訪
問
は
本
年
四
月
、

神
宮
へ
御
譲
位
を
御
奉
告
す
る
た
め
に
伊
勢
を

訪
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　

天
皇
の
譲
位
は
約
二
百
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ

り
、
天
皇
陛
下
が
御
譲
位
の
御
奉
告
に
神
宮
を

訪
れ
る
の
は
歴
史
上
初
め
て
の
こ
と
。
今
回
が

在
位
中
最
後
の
来
勢
と
な
る
両
陛
下
に
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
、
県
内
外
か
ら
多
く
の

市
民
が
伊
勢
に
押
し
寄
せ
ま
し
た
。

見送りの観衆に手を振って伊勢をお発ちになる。

3月25日〜27日、両陛下は伊勢に滞在され、両宮参拝のほか、
せんぐう館、斎宮歴史博物館を御観覧された。
1／内宮を御参拝。
2／外宮神楽殿前の参道を御徒歩で参拝に向かわれる。
3／せんぐう館を御観覧。
4／内宮行在所へ向かわれる両陛下を奉迎する小工（こだくみ）ら。

御
遷
宮
翌
年
に
内
宮
を
御
参
拝
さ
れ
る
天
皇
陛
下（
右
）と
外
宮
を
御
参
拝
さ
れ
る
皇
后
陛
下（
左
）。

平
成
六
年
　
第
六
十
一
回
神
宮
式
年
遷
宮
後

平
成
二
十
六
年

第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
後

12

34



みもすそー67

　

四
月
十
七
日
、
東
京
発
の
新
幹
線
で
名
古
屋

駅
に
到
着
、
近
鉄
の
臨
時
専
用
列
車
「
し
ま
か

ぜ
」
に
乗
り
換
え
ら
れ
た
両
陛
下
は
、
雨
の
降

る
中
、
何
時
間
も
前
か
ら
宇
治
山
田
駅
前
で
待

ち
つ
づ
け
て
い
た
市
民
の
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け

ま
し
た
。
両
陛
下
の
お
す
が
た
に
接
し
、
目
を

う
る
ま
せ
る
女
性
の
姿
も
。

　

両
陛
下
の
お
そ
ば
に
は
、
剣
と
璽
を
収
め
た

黒
い
ケ
ー
ス
を
携
え
た
二
人
の
侍
従
が
。
御
料

車
に
て
内
宮
へ
向
か
う
道
す
が
ら
、
両
陛
下
は

沿
道
で
傘
を
さ
し
て
待
つ
人
々
に
笑
顔
で
手
を

振
り
つ
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

十
八
日
午
前
十
時
、
両
陛
下
は
御
料
車
で
内

宮
行
在
所
を
御
出
発
。
午
前
中
に
外
宮
、
つ
づ

い
て
内
宮
で
、
御
譲
位
に
伴
う
儀
式
の
ひ
と
つ

「
神
宮
に
親
謁
の
儀
」
に
臨
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
神
宮
は
一
般
参
拝
を
一
時
停
止
。

モ
ー
ニ
ン
グ
姿
の
天
皇
陛
下
が
、
剣
と
璽
を
捧

げ
持
つ
侍
従
を
前
後
に
正
殿
ま
で
お
進
み
に
な

り
、
玉
串
を
捧
げ
て
拝
礼
さ
れ
ま
し
た
。
つ
づ

い
て
、
白
い
参
拝
服
姿
の
皇
后
陛
下
が
拝
礼
。

儀
式
に
は
両
陛
下
の
長
女
で
、
平
成
二
十
九
年

よ
り
神
宮
祭
主
を
務
め
ら
れ
る
黒
田
清
子
さ
ん

も
立
ち
会
い
、
両
陛
下
の
玉
串
は
祭
主
を
通
じ

て
供
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

両
陛
下
は
そ
の
後
、
志
摩
市
賢
島
の
ホ
テ
ル

に
移
動
さ
れ
、
こ
の
日
が
誕
生
日
の
黒
田
神
宮

祭
主
ら
と
夕
食
を
共
に
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

そ
し
て
翌
十
九
日
、
東
京
へ
お
戻
り
に
な
ら
れ

ま
し
た
。

「
明
日
か
ら
始
ま
る
新
し
い
令
和
の
時
代
が
、

平
和
で
実
り
多
く
あ
る
こ
と
を
、
皇
后
と
共
に

心
か
ら
願
い
、
こ
こ
に
わ
が
国
と
世
界
の
人
々

の
安
寧
と
幸
せ
を
祈
り
ま
す
」

　

四
月
三
十
日
、
天
皇
と
し
て
最
後
の
御
言
葉

で
す
。

　

天
皇
と
し
て
の
公
務
に
励
む
と
と
も
に
三
人

の
お
子
さ
ま
を
手
元
で
育
て
、
新
た
な
皇
室
像

を
示
さ
れ
た
上
皇
、
上
皇
后
両
陛
下
。
平
成
が

戦
争
の
な
い
平
和
な
時
代
で
終
わ
り
を
迎
え
ら

れ
た
の
は
、
両
陛
下
の
御
尽
力
あ
っ
て
の
こ
と

だ
と
国
民
は
理
解
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

平
成
に
感
謝
を
、
令
和
に
躍
進
と
平
安
を
祈

念
す
る
べ
く
、
心
新
た
に
神
宮
を
お
参
り
さ
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

平
成
三
十
一
年
　
御
譲
位
の
御
奉
告

1
／
宇
治
橋
を
渡
っ
て
行
在
所
へ
向
か
わ
れ
る
。

2
／
外
宮
前
で
迎
え
る
観
衆
。

3
／
神
宮
会
館
前
を
通
過
さ
れ
る
陛
下
の
御
料
車
。

4
／
御
譲
位
の
期
日
を
奉
告
す
る
臨
時
祭（
3
月
15
日
内
宮
）。

5
／
御
成
婚
30
年
を
奉
祝
す
る
臨
時
祭（
2
月
24
日
内
宮
）。

4
月
17
日
に
伊
勢
へ
着
か
れ
た
両
陛
下
は
、18
日
に
両
宮
御
参
拝
の
後
、

賢
島
に
宿
泊
さ
れ
、御
在
位
中
最
後
の
行
幸
啓
を
終
え
ら
れ
た
。

前日の雨から一転、初夏の陽気となった4月18日朝、内宮行在所から外宮へ向かわれる両陛下。

4月17日夜、鈴木英敬三重県知事、鈴木健一伊
勢市長や伊勢市民らの提灯行列。

宇治橋前には平成感謝の記帳所が
設けられ、記念の勾玉が配られた。

1

2

4

5

3
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